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今
こ
そ
米
空
母
の
母
港
返
上

を
求
め
る
大
事
な
時
期
で
は

日
本
共
産
党 

松
本
　
春
男

神
奈
川
ネ
ッ
ト 

渡
部
　
市
代

あ
や
せ
市
民
会
議 

　
石
井
　
茂

高年齢者雇用安定

法改正に伴う市の

定年制度の対応は

エ
コ
ル
ー
プ
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
市
の
基
本
的
な
考
え
は

　
問
　（
株
）エ
コ
ル
ー
プ
セ
ン
タ
ー
は
昨

年
、
前
神
奈
川
県
知
事
が
社
長
と
な
っ
て

立
ち
上
げ
た
も
の
で
、
事
業
内
容
は
、
横

浜
、
川
崎
を
除
く
県
下
三
十
五
市
町
村
の

一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
を
一
カ
所
に

集
め
、
再
資
源
化
処
理
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
建
設
予
定
地
は
、
県
最
西
端
の
山
北

町
に
あ
る
広
大
な
砂
利
採
取
跡
地
で
あ
る
。

足
柄
茶
の
生
産
地
で
あ
る
山
北
町
に
と
っ

て
は
、
エ
コ
ル
ー
プ
事
業
が
開
始
さ
れ
る

と
、
汚
染
の
問
題
や
風
評
被
害
の
発
生
が

予
想
さ
れ
、
生
産
や
販
売
に
打
撃
を
受
け

る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
こ
の
エ
コ
ル
ー

プ
に
対
す
る
本
市
の
基
本
的
な
考
え
は
。

　
答
　
本
市
の
ご
み
処
理
の
将
来
計
画
は
、

神
奈
川
県
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
に
よ
り
、

大
和
、
綾
瀬
、
海
老
名
、
座
間
で
構
成
す

る
大
和
高
座
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
平
成
十

九
年
度
ま
で
に
広
域
化
実
施
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

三
首
長
会
議
を
開
催
し
、
高
座
清
掃
施
設

組
合
の
一
号
炉
の
更
新
な
ど
エ
コ
ル
ー
プ

構
想
を
含
め
た
今
後
の
方
向
性
を
協
議
し

た
。
そ
の
中
で
、
エ
コ
ル
ー
プ
構
想
は
県

の
関
与
が
極
め
て
弱
く
、
民
間
会
社
の
み

の
組
織
体
制
で
あ
り
、
事
業
の
成
立
性
、

継
続
性
等
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

エ
コ
ル
ー
プ
へ
の
処
理
委
託
で
な
く
、
一

号
炉
を
更
新
す
る
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。

（
他
に
「
効
果
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

試
験
運
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
「
環
境

啓
発
事
業
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　 

清
水
　
勝
利

十
二
年
後
の
綾
瀬
市
は
ど
の

よ
う
な
姿
に
な
っ
て
い
る
か

　
問
　
市
長
に
な
っ
て
初
め
て
の
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
新
し
い

色
を
市
政
に
盛
り
込
み
、
市
政
へ
の
熱
い

思
い
を
十
分
に
反
映
さ
せ
た
も
の
と
思
う
。

自
ら
の
任
期
を
三
期
十
二
年
と
す
る
条
例

を
制
定
し
た
こ
と
か
ら
、
た
だ
無
造
作
に

変
革
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
十
二
分
の

一
の
予
算
を
編
成
し
た
と
と
ら
え
て
い
る
。

任
期
に
区
切
り
を
つ
け
て
市
政
に
臨
む
と

い
う
こ
と
は
、
市
長
に
な
る
前
に
抱
い
て

い
た
自
分
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
十
二
年
あ
れ
ば

や
り
切
れ
る
と
い
う
数
値
目
標
で
あ
る
と

考
え
る
。
十
二
年
の
う
ち
に
や
り
切
る
政

策
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
数
値
等
も
含
め

て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
十
二
年
後
の
綾
瀬

市
の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
答
　
市
長
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
市
政

全
般
に
わ
た
る
諸
施
策
を
立
案
し
、
そ
の

成
果
を
具
現
化
す
る
に
は
一
定
期
間
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
三
期
ま
で
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
一
期
目
は
、
市
民
生
活
重
視
の

地
に
足
の
着
い
た
行
政
運
営
に
努
め
、
二

期
目
は
、
分
権
の
中
で
本
市
と
し
て
の
確

固
た
る
存
在
を
示
し
、
住
み
続
け
た
い
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
の
施
策
の
議
論
を
十
分

に
行
い
、
政
策
能
力
養
成
の
土
台
を
つ
く

り
、
三
期
目
は
、
こ
の
政
策
集
団
を
完
成

さ
せ
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
確
実
に

実
施
し
て
い
く
。
新
時
代
あ
や
せ
プ
ラ
ン

21
の
目
指
す
「
緑
と
文
化
が
薫
る
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
　
あ
や
せ
」
に
向
か
っ
て
、
大

胆
か
つ
確
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

み
ら
い
政
策
会
議 

山
田
　
晴
義

快
速
急
行
の
長
後
駅
停
車
と

湘
南
台
駅
へ
の
バ
ス
路
線
を

　
問
　
南
北
に
細
長
い
本
市
の
北
の
玄
関

口
は
四
駅
あ
る
が
、
南
の
玄
関
口
と
し
て

は
長
後
駅
だ
け
で
、
深
谷
、
落
合
、
上
土

棚
方
面
の
市
民
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
拠

点
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
番
速
い
快
速
急

行
が
長
後
駅
に
は
止
ま
ら
な
く
な
り
、
駅

機
能
が
低
下
し
た
。
一
方
、
湘
南
台
駅
は

快
速
急
行
が
止
ま
り
、
相
模
鉄
道
や
横
浜

市
営
地
下
鉄
が
接
続
す
る
な
ど
駅
機
能
が

格
段
に
高
ま
っ
て
お
り
、
第
二
の
拠
点
の

駅
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
と
考
え
る
。

つ
い
て
は
、
快
速
急
行
の
長
後
駅
停
車
を

要
望
す
る
と
と
も
に
、
市
道
寺
尾
上
土
棚

線
の
完
成
も
考
慮
に
入
れ
、
湘
南
台
駅
へ

の
バ
ス
路
線
を
早
期
に
確
立
し
な
い
か
。

　
答
　
快
速
急
行
は
、
通
勤
時
間
の
短
縮

を
目
指
し
、
停
車
駅
を
他
社
路
線
と
の
接

続
や
駅
間
距
離
、
乗
降
人
員
等
を
考
慮
し

て
設
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
長

後
駅
へ
の
停
車
は
難
し
い
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
湘
南
台
駅
へ
の
路
線
バ
ス
は
、

神
奈
中
の
バ
ス
が
吉
岡
工
業
団
地
か
ら
葛

原
経
由
の
路
線
で
上
下
五
十
六
本
と
綾
瀬

車
庫
か
ら
用
田
経
由
の
路
線
で
上
下
五
十

三
本
を
平
日
に
運
行
し
て
い
る
が
、
経
由

地
が
遠
い
た
め
か
本
市
か
ら
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
湘
南
台
駅
は
鉄
道
結
節
点
で
あ
り
、

今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
よ
っ
て

は
新
た
な
バ
ス
路
線
を
検
討
し
て
い
く
。

（
他
に
「
路
線
バ
ス
網
の
整
備
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　
問
　
現
在
の
市
職
員
の
定
年
年
齢
は
六

十
歳
で
あ
る
。
定
年
後
、
希
望
す
る
者
に

は
再
任
用
制
度
を
活
用
し
て
お
り
、
管
理

職
に
は
役
職
定
年
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
度
に
は
本
市
で

も
職
員
の
人
事
評
価
制
度
を
導
入
す
る
。

し
か
し
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
の
改
正
法
が
施
行
さ
れ
、
年

金
の
受
給
開
始
年
齢
に
合
わ
せ
て
平
成
二

十
五
年
ま
で
に
段
階
的
に
六
十
五
歳
ま
で

の
雇
用
延
長
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

現
在
市
で
行
っ
て
い
る
役
職
定
年
制
度
は

見
直
す
べ
き
と
思
う
が
。
ま
た
、
今
後
増

加
が
見
込
ま
れ
る
再
任
用
職
員
を
対
象
と

し
た
人
事
評
価
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　
答
　
役
職
定
年
制
度
は
職
員
の
新
陳
代

謝
を
図
り
、
組
織
活
動
の
増
進
を
目
的
に

平
成
十
年
か
ら
導
入
し
た
が
、
今
後
の
役

職
定
年
者
の
増
加
等
を
考
慮
す
る
と
人
事

配
置
的
に
制
度
維
持
は
困
難
と
判
断
し
廃

止
を
し
た
。
定
年
制
は
高
齢
化
が
進
み
、

民
間
の
六
十
五
歳
定
年
制
が
現
実
の
も
の

と
な
っ
て
き
て
い
る
中
、
今
後
の
国
の
動

向
等
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
。
再
任
用

制
度
は
市
職
員
の
高
齢
者
雇
用
の
軸
と
し

て
、
採
用
計
画
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
推
進
し
て
い
る
が
、
再
任
用
時
に

勤
務
成
績
や
健
康
診
断
の
報
告
、
面
接
等

に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
お
り
、
評
価
制

度
を
導
入
す
る
か
は
、
人
事
評
価
シ
ス
テ

ム
を
進
め
て
い
く
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

　
問
　
米
海
軍
は
現
在
、
原
子
力
空
母
十

隻
と
通
常
型
空
母
二
隻
を
保
有
し
て
い
る

が
、
世
界
戦
略
見
直
し
の
中
で
、
年
内
に

通
常
型
空
母
一
隻
、
二
〇
〇
八
年
に
横
須

賀
を
母
港
と
す
る
通
常
型
空
母
キ
テ
ィ
ホ

ー
ク
の
退
役
を
予
定
し
て
い
る
。
今
こ
そ
、

空
母
の
母
港
返
上
を
求
め
る
大
事
な
時
期

だ
が
、
米
軍
の
発
表
を
ど
う
考
え
る
か
。

横
須
賀
市
長
は
、
後
継
艦
に
は
通
常
型
空

母
を
求
め
、
原
子
力
空
母
に
反
対
し
て
い

る
が
、
こ
の
発
言
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。

ま
た
、
こ
の
世
界
戦
略
で
は
、
海
軍
と
海

兵
隊
の
混
合
部
隊
や
西
太
平
洋
地
域
に
お

け
る
空
母
二
隻
体
制
な
ど
基
地
機
能
の
強

化
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
答
　
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の
後
継
艦
に
つ
い

て
は
、
原
子
力
空
母
を
配
備
す
る
方
針
が

表
明
さ
れ
た
後
、
米
国
防
長
官
が
何
ら
決

定
し
て
い
な
い
と
発
言
す
る
な
ど
、
米
国

政
府
内
に
お
い
て
も
流
動
的
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
通
常
艦
配
備
を
求
め
る
発
言

は
、
空
母
の
事
実
上
の
母
港
を
抱
え
る
横

須
賀
市
長
と
し
て
、
核
に
対
す
る
市
民
や

国
民
の
感
情
に
配
慮
し
て
の
発
言
と
理
解

し
て
い
る
。
米
軍
の
変
革
・
再
編
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
脅
威
に
対
処
す
る
た
め
に

世
界
規
模
で
進
め
て
い
る
兵
力
構
成
や
兵

力
配
置
の
見
直
し
と
承
知
し
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
日
本
国
内
の
米
軍
基
地
の

再
編
も
進
め
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
他
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
」「
学
校

給
食
に
地
元
農
産
物
の
利
用
を
」
を
質
問
）

満開の桜越しに見る綾瀬タウンヒルズ

４
月
３
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
早
朝

か
ら
大
盛
況
と
な
っ
た
今
年
最
初
の

朝
市
。
朝
市
は
、
４
月
か
ら
１２
月
ま

で
の
第
１
日
曜
日
、
午
前
６
時
３０
分

か
ら
文
化
会
館
駐
車
場
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す

市
の
鳥
「
カ
ワ
セ
ミ
」


